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学ͼのಛ৭̡ 育՝ఔʗਓؒ学ڭฤʳɹૅج

らࣗग़ձい、ࣗら学Ϳ。
ʮਓ͕育ͭ大学ʯͱݺれるཧ༝͕ Γ͋ます。
らࣗग़ձい、ࣗら学Ϳ。

ʮਓ͕育ͭ大学ʯͱݺれるཧ༝͕ Γ͋ます。

˞෭ઐ߈ɺҬૅجՊʢશֶڞ௨ՊʣɺҬࢤઐՊʢઐՊʣͱ߹ΘͤͯຊֶಠࣗͷҬڭҭϓϩάϥϜΛߏ͠·͢ɻ

શֶڞ௨Պ ઐՊ
 ڥ Պ ֶ
ɹɹɹֶ

ਓɹؒɹֶ
શֶڞ௨ૅجՊ

ਓؒจԽֶ
ਓֶؒޢ

ʢҬֶʣָ࢜ߐۙ
ਓʢେֶӃɺࣾߐۙ ձਓʣ

Ҭڭҭ
ϓϩάϥϜ

ҬࢤઐՊҬૅجՊ

෭ઐ߈Պ

外国ޠ教育（ӳޠとୈೋ外国ޠ）、社会でඞਢとなる情報ॲ理教育、݈ にରす߁
る知ࣝとମ力を養͏݈߁・ମ力科学教育の3つの分野で構成しています。

˙શ学ڞ௨ૅج科

1年次લ期のඞम科目の「地域共生」とબ択ඞम科目の「地域コミュニ
ケーション」などにおいて、地域教育プログラムにおける基ૅ的な能力を
養います。

˙Ҭૅج科

「人間୳ٻ学」を1年次લ期のඞम科目に指ఆ
しています。それҎ外はબ択ඞम科目となって
いて、「生きる」「つくる」「考える」とい͏3つに
分ྨされています。
人間と社会をਂくݟつめ、人間
性Ώたかな生き方を୳る人間
学は̐年間いつでもडߨ可能
です。

˙人間学
ਓؒ୳ֶٻ

ੜ͖Δ

Δ͑ߟ ͭ Δ͘

෯い視野を身につける
全ての学生に必要とされる幅広い視野を養うとともに、豊かな人間性や国際的なコミュニケーション能力の
向上をはかり、自主的な勉学意欲を引き出すことを目的としています。

શ学ڞ௨科

1年次から学べる専門教育
本学では、一般教育科目を終えてから専門科目に進むという考え方を改め、各学部の目的に沿った個性的な教育を
実現するために１年次から専門科目の講義を受講できるようにしました。

ઐ科

ʮਓ͕育ͭ大学ʯͱݺれるཧ༝͕ Γ͋ます。ʮਓ͕育ͭ大学ʯͱݺれるཧ༝͕ Γ͋ます。ʮਓ͕育ͭ大学ʯͱݺれるཧ༝͕ Γ͋ます。

શֶڞ௨Պ ઐՊ ෭ઐ߈Պ

ເをͬ てࣗओతに学ͼ、ޓいにྗを͋ Θͤ、ڝい͋いߴ、 Ί͋ てͬい͘ 、これ͕滋賀県立大学の学෩です。

この෩をഓ てͬいる大͖ͳಛ৭͕ڭ育՝ఔに Γ͋ます。෯いࣝ、ڭཆをにͭ る͚શ学ڞ௨Պͱ�࣍から学る

ઐՊ、ͦしてશ学෦ੜ͕ཤमで る͖෭ઐ߈Պでߏ͞れています。

ເをͬ てࣗओతに学ͼ、ޓいにྗを͋ Θͤ、ڝい͋いߴ、 Ί͋ てͬい͘ 、これ͕滋賀県立大学の学෩です。

この෩をഓ てͬいる大͖ͳಛ৭͕ڭ育՝ఔに Γ͋ます。෯いࣝ、ڭཆをにͭ る͚શ学ڞ௨Պͱ�࣍から学る

ઐՊ、ͦしてશ学෦ੜ͕ཤमで る͖෭ઐ߈Պでߏ͞れています。

地域に学び貢献するಠ自のカϦキュラム෭ઐ߈科

近江楽士（地域学）：地域で学び、活動する基礎となるのは、自ら関係を創り出し、フィールドで考える能力です。
本副専攻では「コミュニケーション力」「行動力」「問題解決力」の３つの要素からなる「ネットワーク力・起業力」
の習得を主眼としています。

近江環人 地域再生学座（大学院、社会人）：近江楽士（地域学）副専攻の上位カリキュラム。県立大学大学院生
だけでなく、行政、企業、NPOなどそれぞれの立場で地域再生のリーダーとなる資質を有した人材として「近江環人
（コミュニティ・アーキテクト）」を育成し、地域のニーズに応えることを目的としています。

学Ϳ力を身につける、গ人教育。
特色のひとつである「人間学」は、自分自身や人間と社会を深く見つめ、人間性ゆたかな生き方を探る力の習得を目的と
した科目群です。問題や課題を自ら見つけ、解決するためのなにかを創造していくには、思考を他者に伝え、他者の考
えを理解する能力が欠かせません。自己表現や多様性に対応できるコミュニケーション、発信力や共感力、批判し合え
る関係づくりを身につけるために、1年次前期は「人間探求学」を必修科目とし、学科ごとに5、6名のグループに分けて
対話型の少人数教育を実施。学びの基礎となる能力の養成から始めます。
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学ͼのಛ৭̡ ల։ฤʳɹઐՊʢϑΟーϧドϫーΫʗ実शʣ

学ͼをݧܦͱい͏ Ձにมえる。学ͼをݧܦͱい͏ Ձにมえる。
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ϑΟʔϧυϫʔΫڥ

֎࣮शֶڥ

ੜଶֶಛผ࣮शڥ

ूਫҬڥ ɾֶಉ࣮ݧ�

ਫҬڥ ɾֶಉ࣮ݧ

ࣾձௐ࣮ࠪश

�Ϛωδϝϯτԋशڥ

ΞδΞɾϑΟʔϧυ࣮श

�σβΠϯɾԋशࡦڥ

Ҭֶ࢈࿈࣮ܞश

ঊक़

ੜݯࢿཧֶ࣮ݧɾ࣮ श

ݧੜֶ࣮ڥ

ݧྉՊֶ࣮ࡐ

ఆ ɾྔثػੳ͓Αͼಉ࣮ݧ

ཧֶ࣮ݧ

ੳɾڥԽֶ࣮ݧ�

ଔڀݚۀ

�ηϛφʔֶցγεςϜػ

�श࣮࡞ցػ

ݧ࣮ૅجֶցػ

ݧցγεςϜ࣮ػ

ηϛφʔֶγεςϜࢠి

ݧֶ࣮γεςϜࢠి

ਤܭઃࢠిؾి

ඐഀބจԽ࣮श

शֶ࣮ݹߟ

Ҭܭը࣮श�

Ҭࣾձௐ࣮ࠪश�

ཧֶ࣮श

ਓֶ࣮ؒश

ੜ׆σβΠϯֶ֎ԋश

ӫཆڭҭ࣮श

৯Ӵੜཧ࣮शڅ

ྟচӫཆྟ࣮श

श࣮؍ҭڭ

৺ཧɾൃ ୡɾߦಈֶ࣮ݧԋश

ԋशૅج

ൃలԋश

ԋशڀݚ

Ҭੜ࣮׆श

शʢⅠɾⅡʣֶ࣮ޢૅج

ਓΫϩχοΫέΞ࣮श

ਓΫϦςΟΧϧέΞ࣮श

ΤϯυΦϒϥΠϑέΞ࣮श

ֶ࣮ޢशʢⅠɾⅡʣ

খֶ࣮ޢࣇश

ੑֶ࣮ޢश

ਫ਼ਆֶ࣮ޢश

शֶ࣮ޢࡏ

ਓֶؒޢ౷߹࣮श

ެऺӴੜֶ࣮ޢशʢอ݈ࢣ՝ఔʣ

教ࣨで学んだことは知ࣝとしてੵされますが、それを自らのlՁzにมえるには、ϗンモϊに৮れることが一൪。そのため、
本学ではフィールドワークや学外実शなど、実際に地域や社会とのつながりをମײできるカϦキュラムを展開、Αり実践的
なΞクティブ・ラーニングの機会をたくさん༻ҙしています。
間とテーマを共༗しながら活動し、ٞをਂめ、ղܾのಓےを࿅り্げていくとい͏プロセスを通じて、知ࣝがܦ験を
った৽しいlՁzと生まれมわります。

ٕज़ऀとしての基本的ٕ
能をମ験的に学びます。
ྫえ、身ۙな工業
の分ղと࠶組立を通じ
て、ものづくりの基本を
学びます。

School of
Engineering

工学部
ʮ࣮ݧɾ࣮ शʯ

ҩ ・ྍอ ・݈ࢱのݱ
での実शを通して看 護
ԉॿの基ૅ的な実践能
力を身につけ、かつ人と
の出会いや;れあいを
通して豊かな人間性を
育Έます。

School of
Human Nursing

人間看護学部
ʮྟ࣮शʢશ14科ʣʯ

実際の地域環境が
きているフィールドにى
をӡび、ௐࠪ・ղੳと
プレθンテーションにඞ
要な能力を身につけます。

School of 
Environmental
Science

環境科学部
ʮ環境ϑΟʔϧυϫʔΫʯ

1年次をରに、滋賀の
歴史、文化、生活を学Ϳ
実 शで、テ ーマผ に൝
ฤ 成 をし、ௐ ࠪ から報
成手๏まで学࡞書のࠂ
びます。

School of 
Human Cultures

人間文化学部
ʮ環ඐഀބ文化࣮शʯ

「フィールドワーク・実習」の一ྫ 「実ݧ実習科目」の一ྫ

「フィールドワーク・実習」の一ྫ 「ྟ地実習（全1�科目）」
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学ͼのಛ৭̡ Ԡ༻ฤʳɹ地域ڭ育

ʮ地域ڞ育ʯのϓϥットϑΥーϜߏஙͱ
̨̙ ̜͂ ୡに͚ͨ取組

地域ੑ׆Խのظをഎෛ͏ ಇの取Γ組みڠ

スνϡーσϯトϑΝーϜʮۙ࠲ָߐʯ
ະདྷࢤのมֵྗで
地域にݙߩで͖ る“ਓࡒ”ͱͳる。
ະདྷࢤのมֵྗで
地域にݙߩで͖ る“ਓࡒ”ͱͳる。
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˔�4%(T�"DUJPO�⁞�
ɹʵ�近江楽࠲�ʬ࣋ଓՄ能な活動とࡁܦをつくるʭ

˔�4%(T�"DUJPO� 
ɹʵ�地域教育プϩグラム�ʬ地域にมֵを起こす人材をつくるʭ

˔�4%(T�"DUJPO�
ɹʵ�4%(T特Խ型地域課題ڀݚ�ʬ࣋ଓՄ能ならしの基൫と地域をつくるʭ�

ʮۙ࠲ָߐʯ

͚ͨͱϛϥΠ
ʢϒοΫϨοτ੍࡞ʣ

ͱΑ͞Β ʢͩా২͑ۀ࡞ʣ

社会ࠜづいていく地域活性ԽプϩδΣクトをืूし、৹ࠪをܦて࠾され
たプランのௐࠪ、ڀݚ、活動ܦඅをॿ成するΈです。����年の
จ部科学ল「現的教育ニーズऔࢧԉプϩグラム」に࠾され、ຖ年��
νーム、ड़���人をえる学生がさま͟まな地域で活動しています。աڈ
15年間で���をえるプϩδΣクトが成Ռをしてきました。ݶքूམอଘ、
業や環ڥ生ଶܥ問題、伝౷จԽࡒอଘ、地場࢈業ࢧԉ、ྸߴ者・োが
い者問題、ళ֗活性Խ、Ҡॅఆॅଅ進、ΤネルΪー・ΰミ問題など、テー
Ϛは多ذにΘたります。౦本大ࡂやフィリϐン・ϨΠテౡのࡂでは多
くの学生がࢧԉ活動にෝきました。活動はत業ではなく、すて学生自身
が主ମ的に進めています。活動を全໘的にࢧԉすることが大学のׂです。
大学発地域ݙߩのઌ進的なऔりΈとして֎でߴくධՁされています。

社会ࠜづいていく地域活性ԽプϩδΣクトをืूし、৹ࠪをܦて࠾され
たプランのௐࠪ、ڀݚ、活動ܦඅをॿ成するΈです。����年の
จ部科学ল「現的教育ニーズऔࢧԉプϩグラム」に࠾され、ຖ年��
νーム、ड़���人をえる学生がさま͟まな地域で活動しています。աڈ
15年間で���をえるプϩδΣクトが成Ռをしてきました。ݶքूམอଘ、
業や環ڥ生ଶܥ問題、伝౷จԽࡒอଘ、地場࢈業ࢧԉ、ྸߴ者・োが
い者問題、ళ֗活性Խ、Ҡॅఆॅଅ進、ΤネルΪー・ΰミ問題など、テー
Ϛは多ذにΘたります。౦本大ࡂやフィリϐン・ϨΠテౡのࡂでは多
くの学生がࢧԉ活動にෝきました。活動はत業ではなく、すて学生自身
が主ମ的に進めています。活動を全໘的にࢧԉすることが大学のׂです。
大学発地域ݙߩのઌ進的なऔりΈとして֎でߴくධՁされています。

#".#00�)064&�130+&$5ʢͷఉۀ࡞࡞ʣ

ॴϨϯʃʔʢ౷తఠΈۀ࡞ʣ

ʣࡇɾԭౡʢय़ͷ大࠲

地域や社会の๊える՝
に取り組Έ、ະདྷを
く力「ม革力」のमಘを目
指します。

ʹ͚ͭΔྗ
変　革　力

コミュニケーション力
ଞऀとの豊かなରを
可能にする

実践力
自ら先してߦ動し、構
を実ݱする

構想力
地域のաڈやݱঢ়を知
り、ະདྷをඳく

地域で働き現実に学ぶ
˙֤छϓϩδΣΫτͷࢀՃ

応用

学ͼͷಛ৭
地域教育プログラム

ҬͷਓʑͱͷରάϧʔϓϫʔΫɺϫʔΫγϣοϓ׆ಈ
ͷࢀՃͱ͍ͬ ʮͨΞΫςΟϒɾϥʔχϯάʯΛ௨͡ɺੜ͖ͨܙ
ͱ࣮ફྗΛʹ͚͍͖ͭͯ·͢ɻ

人々との歩き方を学ぶ
˙Ҭࢤઐ科ʢઐ科ʣ
ɹָۙ࢜ߐʢҬ学෭ઐ߈科ʣ

展開

地域とはなにか？を学ぶ
˙Ҭૅج科ʢશ学ڞ௨科ʣ

基礎
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ձڀݚ大生͖ݝլ࣎
ʢ֎དྷۦڕআۀ࡞ʣ

。ބլ県立大学は։学ҎདྷのϞットーである「キϟンύεはඐഀ࣎
テキεトは人間。」を実ફするため、年にり、県のさま͟まな
地域との関係を大にし、信པ関係をഓってきました。「大学」「学生」
「地域」の３つの主ମが૬ޓに学びあい、教えあい、力を合Θせるこ
とにより、地域と共につくる教育の場づくりと社会問題を解決するた
めのプラットフΥームߏஙにऔりんでいます。
また、̨ ̙̜͂ （国࿈のఏএする「࣋ଓՄ能な։発目ඪ」）のୡ成に向
けて、地域にࠜいたҎԼの活動を行っています。

ੈք͓よび地域の࣋ଓ的な発లにݙߩすることを目ࢦし、本学では��1�
年6݄16に「࣎լ県立大学4%(Tએݴ」を行い、本学の4%(Tにかかる
औ࢟を対֎的に発信しました。そのޙも��1�年�݄に国࿈アカσミッ
ク・Πンύクト͓よび関4%(TプラットフΥームのՃໍを行うなど、多
様な関係ػ関と࿈ڠ・ܞ力しながら、様ʑな4%(T関࿈ࣄ業をల։して
います。

目ま る͙しくมΘりଓける࣌を生きൈき、地域社会にݙߩしていくには、どんな能力が必要でしΐうか。࣎լ県立大学はひとつ
のճとして、地域教育プϩグラムをඋ・ମܥԽしました。現実の社会に起こる様ʑな問題にऔりΈ、創造的にมֵする能力
とଶを養うための学習です。地域の現場にඈびࠐんで、生きた課題と向き合い、大学での学びを活かす。実ફすることによ
り本の「能力」になるからです。
地（）の」、（��1�年）「（業ࣄ$大学$O）業ࣄඋڌ地（）の」լ県立大学ಠ自の地域教育プϩグラムは、จ部科学লによる࣎
業の୲いखとして、関ࣄでもධՁされています。これらのܗという࠾業（$O$�）」（��15年）のࣄ大学による地方創生ਪ進ڌ
係自࣏ମなどとの࿈ܞのもと、少ྸߴࢠԽやए者人ݮޱ少に起Ҽする様ʑな地域課題に対し、教育、ڀݚ、社会ݙߩの؍か
ら解決にऔりんでいます。
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ҭͭ人૾ࡐ
地域に貢献できる人財
ࣾձ͕ٻΊ͍ͯΔͷɺ࣋ଓՄͳࣾձͷ
Λ୲͏ྗͱ࣭ࢿΛඋ͑ͨҬڠಇܕ
ͷਓࡒͰ͢ɻ

生活・文化を
豊かにする人財

起業で
未来を拓く人財

地域の経済・産業
を支える人財

地域をつなぐ
行政の人財

ҬͷਓʑͱͷରάϧʔϓϫʔΫɺϫʔΫγϣοϓ׆ಈ
ͷࢀՃͱ͍ͬ ʮͨΞΫςΟϒɾϥʔχϯάʯΛ௨͡ɺੜ͖ͨܙ

大学が修得を証明し、
能力を保証
ʮίϛϡχςΟɾωοτϫʔΧʔ
ʗιʔγϟϧɾΞϯτϨϓϨφʔ
ʢָۙ࢜ߐʣʯͷশ߸Λत༩ɻ

変革力



Φʔόʔϯ大学ϞϯΰϝϦʔߍ

ΞϧϚΧϨοδ

ϛγΨϯभཱ大学࿈߹

ϛουϛγΨϯ
ίϛϡχςΟΧϨοδ

ίϩϯϏΞΧϨοδ

ΧϦϑΥϧχΞभཱ大学
ϞϯτϨʔϕΠߍ

γυχʔ工科大学

ηϰΟʔϦϟ大学

ΞΫεϒϧΫ大学

ϖϧʔδϟ֎ࠃ人大学

ւೆ大学
தڵ大学

αϯΧϧϩε大学

Ϟϯΰϧຽ大学

ޫӠ大学
大学੨ւຽ大学ݪߐ

Ϟϯΰϧཱࠃ大学

大学ൣࢣೆބ大学ۀೆބ
தೆ大学

Ϧʔϧ࣏学院

ϤʔΫηϯτδϣϯ大学

ΦϧϨΞϯ大学

大学ཱݝլ࣎ Φʔόʔϯ大学ϞϯΰϝϦʔߍΦʔόʔϯ大学ϞϯΰϝϦʔߍΦʔόʔϯ大学ϞϯΰϝϦʔߍΦʔόʔϯ大学ϞϯΰϝϦʔߍ
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学ͼのಛ৭ɹྲྀަࡍࠃ

ੈքの地域ͱࣾ ձで学Ϳ。ੈքの地域ͱࣾ ձで学Ϳ。
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ඐഀބというキϟンύεで学んだ地域や社会のݙߩをੈքでも実ફできるように、国際ަྲྀをࢧԉしています。

本学からのॿ成ۚあるいはत業ྉݮ໔੍の対となるަཹ学生をは͡め、様ʑなަྲྀプϩグラムを௨͡てグϩーόルな視野の֦大

をはかり、地ࢢٿຽとしての؍から、本はもとより様ʑな国と地域の発లと進าにݙߩできる人材に育つことをئっています。

ΧϦϑΥϧχΞभཱ大学ϞϯτϨʔϕΠߍ
$BMJGPSOJB�4UBUF�6OJWFSTJUZ�.POUFSFZ�#BZ
ʢΞϝϦΧɾΧϦϑΥϧχΞभʣ

ηϰΟʔϦϟ大学
5IF�6OJWFSTJUZ�PG�4FWJMMF
ʢεϖΠϯɾΞϯμϧγΞभʣ

ΞΫεϒϧΫ大学
5IF�6OJWFSTJUZ�PG�"VHTCVSH
ʢυΠπɾόΠΤϧϯभʣ

大学ൣࢣೆބ
)VOBO�/PSNBM�6OJWFSTJUZ
ʢதࠃɾބೆলʣ

ΦϧϨΞϯ大学
6OJWFSTJUZ�PG�0SMFBOT
ʢϑϥϯεɾϩϫϨݝʣ

γυχʔ工科大学γυχʔ工科大学γυχʔ工科大学γυχʔ工科大学γυχʔ工科大学γυχʔ工科大学γυχʔ工科大学

ޫӠ大学
,XBOHXPPO�6OJWFSTJUZ
ʢؖࠃɾιϧࢢʣ

Ϟϯΰϧཱࠃ大学
/BUJPOBM�6OJWFSTJUZ�PG�.POHPMJB
ʢϞϯΰϧɾϥϯόʔτϧʣ

˔+$.6ӳޠϓϩάϥϜ
+$.6（5Ie +apan $enteS GoS .iDIiHan 
6niveSsities）とは、ミシΨンभ立大学連合
本センターのུশで根ࢢদݪொにあります。
+$.6ではΞメϦカ・ミシΨンभにある15の
भ立大学にࡏ੶する留学生をରとした
本ޠ・本文化プログラムや、ωイティブࢣߨ
にΑるӳޠプログラム、ެ 開࠲ߨなどを実ࢪし
ています。
ӳूޠ中コース、テーマผコースなど自分のス
キルにԠじてコースをબͿことが可能です。

ΞϝϦΧ���人ަཹ学

�人τϏλςཹ学˞

ಇプログラムڠຽ付の奨学ۚにΑり留学するد業ا˞

��人

ͦͷଞ
ݚظम

Ϟϯΰϧ��人
学ཹަ

��人ࠃؖ
学ཹަ

ϑϥϯε��人
学ཹަ

தࠃ��人
学ཹަ

�人ཹݣ学

�人ೝఆཹ学

��人ަཹ学

ΠλϦΞ��人ަཹ学

��ϱࠃ
���人

ఆ大学Ұཡڠ学ཹަ

ΞメϦカ

ミシΨンभ立大学連合

ドイπ Ξクスブルク大学
オーストラϦΞ シドニー工科大学

フランス
Ϧール政࣏学Ӄ
オルレΞン大学

イタϦΞ ϖルージャ外国人大学
イΪϦス Ϥークセントジョン大学

ɹ 中ڵ大学

ؖɹ国
ޫӠ大学
大学ݪߐ

海ೆ大学
੨海ຽ大学

中ɹ国
モンΰルຽ大学
湖ೆൣࢣ大学
湖ೆ業大学
中ೆ大学

モンΰル モンΰル国立大学
フィϦϐン サンカルロス大学

スϖイン セϰィーϦャ大学

Ξルマカレッジ
コロンϏΞカレッジ

カϦフΥルニΞभ立大学モントレーϕイߍ

マントセントメϦーζ大学
ミッドミシΨンコミュニティカレッジ
ώューストンϏクトϦΞ大学

オーバーン大学モンΰメϦーߍ

大ɹ学ɹ໊ࠃɹ໊

ཹ学੍ͷհ
学ઌӈͷදʢ11�ʣͷ��大学Ͱ͢ཹ学ɹަཹަ
大学ಉ࢜のަྲྀڠఆに基づいて、૬ޓに学生をݣ・ड入する੍度です。期間は基本的に年ʙ1年間
で、学でのબ考にΑりݣ学生がܾఆされます。ݣ先でのत業料のೲ付がෆ要で、本学からのॿ成
ۚあるいはत業料ݮ໔੍度のରです。

ೝఆཹ学
提携大学Ҏ外（ڠఆを݁んでいない大学）で、提携大学の留学とಉҎ্のޮՌが期できると学長
がೝఆした大学（ೝఆ大学）の留学をいいます。ަ は「留学」ѻいとگ੶ঢ়ࡏ留学ಉ様本学での
なり、留学先でಘた୯Ґが本学での৹ٞにΑりೝめられることが可能ですが、出ئ、入学手続きは自分
でߦい、අ༻も全て自分でࢧいます。本学からのॿ成ۚあるいはत業料ݮ໔੍度のରです。

人間学ʮҟ文化ཧղʯ
滋賀県立大学の人間学科目「ҟ文化理ղ」をཤमし、長期ٳ業をར༻しての3ि間の海外研मです。Ξメ
Ϧカでの「ҟ文化理ղ"」と中国での「ҟ文化理ղ#」があります。

ཹݣ学
国際コミュニケーション学科ಠ自の੍度で、ݣ留学ڠఆక݁ߍ4ϱ݄から1年間留学するもので
す。2019年4݄࣌点の留学先は、ΞメϦカのランシングコミュニティカレッジ、スカジットバレーカレッ
ジ、オϦンϐックカレッジ、Τϕレットコミュニティカレッジ、ϙートランドभ立大学、イΪϦスのϦーζ大
学、カφダのϏクトϦΞ大学、ニュージーランドのオークランド大学です。ަ 留学とҟなり、留学先大
学でのत業料をࢧ͏ඞ要があります。本学からのॿ成ۚあるいはत業料ݮ໔੍度のରです。

ظւ֎ݚम
Ն期やय़期の長期ٳ業期間中をར༻した ϱ݄̍の留学です。۩ମ的な留学先はܾまっておらͣ、自分
で海外の大学で実ࢪしている3ि間ఔ度のプログラムを୳し、留学します。

ཹ学ॿۚͱ୯Ґೝఆ

留学のܗ態にΑり、本学Αり奨学ۚまたはत業料の一部が留学ॿ成ۚとしてڅࢧされます。また留
学先で取ಘした୯Ґを本学の୯Ґとしてೝఆでき、学部にΑってはଔ業要݅に組Έࠐむことも可能
です。ཤम科目にΑって本学のत業科目とಡସえすることも可能です。

THE UNIVERSITY OF SHIGA PREFECTURE
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ཹ学生

தࠃ
��人

υΠπ��人

��人ࠃؖ

��人

Ϟϯΰϧ��人

ϕτφϜ��人
εϖΠϯ��人

όϯάϥσγϡ
�人

ϑΟϦϐϯ��人

ΦʔετϥϦΞ��人

ΠϯυωγΞ��人

学ɹ部ɹ生

人

13

大 学 Ӄ 生 26

研ɹ究ɹ生 7

留学生ަ 29

計 75

੶۠ࡏ

��ϱࠃ
��人

˙ւ֎͔Β࣎լݝ大（2019年4݄ࡏݱ）

大͔Βւ֎（2018年度実）ݝլ࣎˙
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ࣾձにग़て௨༻するมֵ ͱྗはʁ
ਓࡒͱはʁ

、ફ͢Δ、そ͜Ͱ得ͨࣝΛ研究ʹϑΟʔυόοΫ࣮͚ͯͭ͠ݟΛࡐڭʹ֎ຯ͕͋Δ͜とΛ大学Ͱ学ͼな͕Β、大学のڵ
͞Βʹ学Ϳ。大学とҬのนΛӽ͑ͯࣗΒΛຏ͖、มֵྗΛʹண͚͍ͯ͘͜と͕ຊ学の学ͼのਅՁͰ͢。
৭Μな分Ͱ׆༂͢Δઌഐʹ、͍ まのࣄとݝ大生׆のؔͯͬޠ͍ͯͭʹΒ͍まͨ͠。

OB・OG
県大生

Interview

ͷࣾձֶश࣌தֶ͚͔͖ͬ͢ࢦΛࢣޢ

ɹத学࣌、社会人から「ࣄ」についての話をฉき
औり、Ϩϙートにまとめるत業がありました。近くに
ॅんでいたࢣޢさんを๚Ͷ、話をったとこΖ、ҹ
にったのが「࠷も近い立場」でױ者さんと向き合う
というݴ༿です。これをきっかけにҩྍのڵຯがΘ
き、いつしかࢣޢをࢤするようになりました。࣎
լ県大をબんだのは、૯合大学のதにある։かれた
学部というΠϝーδにັ力を感͡たからです。実ޢ
際に、Φープンキϟンύεで見かけたઌഐたͪはΈん
な楽しそうで、༑だͪのྠも大きく広がると期を࣋
てました。

ΈΜͳͰ͑ࢧ߹͏ֶͼɺ͔ͩΒଓ͘ɺʹͭ͘

ɹೖ学して感͡たのは、૾Ҏ上に勉ڧがしいこと
でした。त業はߍߴฒΈに٧まって͓り、課題も多く、
ՆٳΈの分は実習でաごしました。しかし、上ճ生
になり講義や実習の専門性がߴまるにつれ、Կ一つ

ແବがなかったことをೝࣝするとともに、ࢣޢに求
められる৬のॏさや、見の深さを௧感するように
なりました。それだけに、ʑの学びを݂やにมえ
るには大きな力が必要でした。実習はۓுをい、
ఏ出資ྉが多くਭをऔりにくいঢ়گにεトϨεも感
͡ていました。それをࢧえてくれたのが学科の間で
あり、खްくࢦಋしてくださったઌ生方です。

ҙࣝͷ͍ߴؒͱઌੜͷखް͍ࢦಋ͕
࢈ࡒͷ׆େͰͷੜݝլ࣎

ɹҩྍを௨͡て人のに立ͪたいという大きな目ඪを
共有していたことから、ࢧえ合いのͪ࣋ؾがڧく、
しいݧࢼが行Θれる際は、間たͪとくまでύι
コン （ࣨ௨শ）にこもり、ΘかりにくいとこΖを教え合
いながら勉ڧを進めました。それぞれがૣい࣌で
進࿏を໌֬にݻめていたこともࢲにとっては大きな
ܹとなりました。自વに、自分のকདྷと深く向き合う
ようになったことを֮えています。
ɹ基礎学θミのถాઌ生には特に͓ੈ話になりまし

た。自分のݧܦをもとにテー
Ϛઃఆした「学生のεトϨε」
についてのڀݚはなかなか進
Έませんでしたが、ઌ生はつ
Ͷにࢲのϖーεに合Θせて一
対一でࢦಋや修をଓけてく
れました。その関係性こそ、
学の基本だと改めて感͡ޢ
ています。

ਐ࿏ࣗͣͱͯ͑ݟ Δ͘

ɹ࣎լ県大の人間ޢ学部で
は、ਫ਼ਆ学や人ٸ、ޢ性
期、ຫ性期、খࣇ、性など

あらゆるྖ域のޢを学Ϳことができ、大学とఏܞ
した地域のප院やอ݈ॴなど数ʑの施ઃで実ફする
ことがՄ能です。自分のࢣޢとしてのద性やՄ能
性を探るうえでもوॏなݧܦだったと思いฦしていま
す。話をฉくのが得意なことからຫ性期ҩྍのద
性を感͡たこともありますが、৺をಡΈऔることも؆
୯ではありません。一方、ٸ性期では࣌間とのઓいを
いられます。どͪらにもෆ҆はありましたが、よりڧ
ͪ。性期に進࿏をఆめましたٸっていた࣋ຯをڵいڧ ΐ
うど、現ࡏの৬場であるප院がドクλーϔリのಋೖを
していることで話題になって͓り、プϨϗεϐλル౼ݕ
（ප院前ޢٹ）ҩྍに関৺があったことから、ޙʑはそ
こにもܞΘりたいと考えてब৬をࢤしました。

ͨΓલͷ͜ͱΛશ͏Ͱ͖Δ
ʹࢣޢͨͬ࣋ΓΛ͍ࢥ

ɹࠓの৬場にबいて�年目、現ࡏはٸٹൖૹされる
௧やڳ。དྷでಇいています֎ٸٹ者さんをܴえるױ
৺ഏఀࢭといったॏ者ױ者の௨ใにैい、ҩࢣと
ともにドクλーカーで出動する場໘も少なくありませ
ん。もう少しݧܦをੵめ、もう少しݧܦをੵめ、
ドクλーϔリの一һとして県ڥのաૄ地域など出動
することもできるようになります。「ったʂ」「っ
たʂ」のޮかない場໘が多いことも֬かですが、一人
ひとりのプラΠόシーをอ全するなど、たり前のこ
とがकられるような、思いやりを࣋った対応を৺がけ
たいと考えています。そのためには広い視野を࣋つこ
とが大です。૯合大学である࣎լ県大なら、他学
科の学生たͪのަྲྀを௨͡て、ҧう分野のࣄや
うۤ࿑、生き方について学Ϳことができます。それは
者さんとの信པ関係づくりにؐױ、の基礎となるޢ
学部で、օޢլ県大の人間࣎できるはͣ。ͥひݩ
さんの進ΈたいಓやՄ能性を見つけてください。

ࣾձࢱ๏ਓ
Ըࣀ
ੜձ滋賀県පӃࡁஂࡒ
དྷ֎ٸٹ

ࣾձࢱ๏ਓ
Ըࣀ
ੜձ滋賀県පӃࡁஂࡒ
དྷ֎ٸٹ

ࣾձࢱ๏ਓ
Ըࣀ
ੜձ滋賀県පӃࡁஂࡒ
དྷ֎ٸٹ

ҩྍの最ઌにྟみͳٸٹ ら͕
࣋いΓをࢥ てͬऀױにدΓͦ えるࢣޢに
ҩྍの最ઌにྟみͳٸٹ ら͕
࣋いΓをࢥ てͬऀױにدΓͦ えるࢣޢに

ΑΓϑϨΩγϒϧͳωットϫーΫ׆༻を
۩ମԽ͞ るͤ5PNCPMPの進లをࢦして
ΑΓϑϨΩγϒϧͳωットϫーΫ׆༻を
۩ମԽ͞ るͤ5PNCPMPの進లをࢦして

দ�ହ౸�͞Μ

2012�ਓֶؒޢ෦ਓֶؒޢՊଔۀ

ུྺɿ
��1�年、ଔۀととʹࣾձࢱ๏ਓԸࣀ

生ձࡁ ஂࡒ
ަ、ප౩のଐとなΓظ性ٸ。ප院ݝլ࣎
௨֎ই*$6ʢूதࣨྍ࣏ʣΛग़͔ͨΓのॏ
ಞなऀױのޢΛݧܦ。�年ʹ*$6・ٸٹ֎
དྷҟಈ。��1�年͔Βಉ院อ༗のυΫλʔΧʔ
ʹ͠、ҩࢣととʹҩྍ機ؔൖૹલの
などग़ಈ。�年となΔ��19年�݄ݱ
ʹは*$6・ٸٹ֎དྷ͕それͧれಠཱͨ͠෦ॺと
なΓ、ٸٹ֎དྷʹଐ͞れΔ。

լ県ප院ॴଐのドクλーカーとともに࣎生会ࡁ

ϫʔΫελΠϧͷมֵʹରԠͰ͖Δ
ωοτϫʔΫΛߏங

ɹ現ࡏは、5PNCPMP（トンϘϩ）というネットワークシ
εテムの։発にܞΘっています。5PNCPMPとは地ܗ༻
�で、フランεのϞン・αンޠミシΣルのようにւに
よってִてられているとౡが、ׯைになると࠭भ
でつながる現をࣔします。ネットワークに͓いても
「必要なときはつながり、ෆ要なときはִてられてい
る」といったΈができれ、コミュニケーション
はよりշదになるはͣです。たとえ、「学ߍでΦー
プンなワークショップが行Θれる場合、学生は8J�'J
などߍネットワークをར༻してよりৄしく受講でき
るが、֎དྷのௌ講者はネットワークをར༻できない
ためෆศを感͡ている」、こうした課題をなんとか
解決できないものか、5PNCPMPはそんなࠔりごとか
ら生まれました。

χʔζ՝Λ͚ͭݟΔ͜ͱ͕ࣄ

ɹࢲの部ॺのミッションは、現場の課題解決にݙߩ
する৽نαーϏεのߏ・։発です。։発業だけ
でなく、自ら։発したαーϏεをՁূݕするための
リαーν活動にもऔりんでいます。リαーν活動の
一環として、ҩྍใ学会をは͡め教育関࿈のలࣔ
Πϕントなど、年に３ʙ�݅の出లを実施。٬ސそれ
ぞれのใ環ڥやワークελΠルに合Θせ、よりޮ
Ռ的に課題解決にݙߩするαーϏεを考えఏҊして
います。
ɹ会社にこもってڀݚや։発にऔりむだけではなく、
ॏなフィードόックを得られو٬と৮れ合ってސ
ることがこの部ॺのັ力。٬ސの業やワークελΠ
ルは多様で、ٕज़もʑ進าしているため、自己ݚ
ᮎは欠かせませんが、それにって自分自身の৳びし

ΖやՄ能性も広がると考えています。

େͰʹ͚ͭͨɺݝլ࣎
ਂ͍ઐੑͱൣͳݟ

ɹこの学科をબんだのは、த学生のこΖか
らϨンλルαーόーをआりてϗームϖーδ
を立ͪ上͛、झຯのੈքでνϟットを楽し
むなど、もともとใܥにڵຯがあったか
らです。大学にೖれ専門を۷りԼ͛るこ
とができる、しかも࣎լ県大にとって৽ઃ
学科の一期生となるため、なんでも自༝に
νϟϨンδできるという期がありました。
ɹೖ学して感͡たことは、学びの分野の広
さです。専門とは関係のない人間学と
いうत業をは͡め、環ڥ学やޠ学、数学、
Խ学、理学など、しく勉ڧしたことを
֮えています。࣎լ県大の人材育成が「5
型ࢤ向」つまり「なにかひとつの専門分野
にਫ਼௨して深いࣝをͪ࣋つつ、他の分野
にも幅広い見で対応し、グϩーόルに思考できる
人材」だとؾづいたのは社会人になってからかもしれ
ません。実際に、専門ࣝだけでࣄが進むΘけで
はなく、クリアすき課題がෳࡶであれある΄ど、
幅広い見をもとにしたアプϩーνが求められます。

େྗݝཱͭʹࣄ
ʮٙΛͭ࣋͜ͱɾղܾɾ͑Δྗʯ

ɹ講義や実習、ڀݚのաఔで身についたのは、まͣ
「ٙ問を࣋つ」という࢟です。༩えられたものをそ
のまま受けೖれるのではなく、なͥそうなっているの
かʁと考えることで、そのϩδックやഎܠの理解が深
まります。ڀݚ活動では、自ら課題をઃఆし、ো
にͿつかるたびに、ݪҼをり分けて問題を解ੳし、

アプϩーνのదਖ਼についての判அ
をくりかえしました。このݧܦはࣄ上の「問題解決」
に活かされています。もう一つが「伝える力」です。
った学生࣋には�人のઌ生とҟなるテーϚをࣨڀݚ
が数人いて、िに1、̎、進を伝え合うػ会が
ありました。Կにࠔっているかをਖ਼֬に伝えないと
ޮՌ的なアシεトは得られませんし、質問にえる
ことで見མとしにؾづくこともたくさんありました。
これらすてが現ࡏのࣄのࢧえとなっています。
ɹ広く学Ϳからこそ関৺を࣋てるものを見つけること
ができ、ઌ生のखްいアシεトによってڀݚは深ま
り、専門的な能力がߴまります。能動的に学業を
む人にとって࠷దな環ڥです。࣎լ県大でとことん
勉ڧしてください。

ձࣜג リࣾίー
リίーςΫϊϩδーηϯター
ձࣜג リࣾίー
リίーςΫϊϩδーηϯター
ձࣜג リࣾίー
リίーςΫϊϩδーηϯター

ଜ�ক�͞Μ

2011ɹֶ෦ిࢠγεςϜֶՊଔۀ
201�ɹڀݚֶՊిࢠγεςϜֶઐ߈मྃ

ུྺɿ
��1�年、ࣜגձࣾϦίʔʹೖࣾ。ϦίʔςΫϊϩδʔηϯλʔ
のϓϥοτϑΥʔϜۀࣄຊ෦ʹଐ。ࡏݱは、֤ۀࣄの
αʔϏεΛ࿈ͨ͠ܞιϦϡʔγϣϯの։ൃʹܞΘΔΤϯϕ
σου։ൃηϯλʔʹॴଐ͠、ୈೋ։ൃࣨ։ൃάルʔϓのҰһ
とͯ͠、ϫʔΫελΠルʹมֵΛͨΒ͢TomColoの։ൃʹܞ
Θͬͯ ͍Δ。

takao.saka@jp.ricoh.com

ɹこの学科をબんだのは、த学生のこΖか
らϨンλルαーόーをआりてϗームϖーδ
を立ͪ上͛、झຯのੈքでνϟットを楽し
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学生࣌の研究Ͱ用͠ ͨT0'Χϝϥと
研究༰のը૾

։ൃۀʹܞΘͬ ͨのҊνϥγと
ωοτϫʔΫ機ث



ਓੜのඪを͡ ͬ͘ Γ͚ͭݟて͘ ͩ͞い。ਓੜのඪを͡ ͬ͘ Γ͚ͭݟて͘ ͩ͞い。
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地域՝のղܾにつながる研究などを通じて、地域のক
དྷを担͏ม革力を持った人材の育成を目指します。

ॴఆの୯Ґをमಘしたमྃ生には、「ۙߐ楽࢜（コミュニティ・ωットワーカー：$N）」ま
たは「ۙߐ楽࢜（ιーシャル・Ξントレプレφー：SE）」のশ߸をत༩

ίϛϡχέʔγϣϯྗඪ

ྗඪߏ

࣮ફྗඪ

มֵྗඪ

文部科学ল
ʢʣͷڌ
උۀࣄ

ʪ大学$0$ۀࣄʫ
ೝఆ

基ૅ科目で基本的なスキルや教養を身につける

地域に学Ϳための基ૅ的理や手๏をशಘ

実शを通して視野をげ、自ݾを発ݟ・֬ೝする

ଔ業にけた取り組Έ

■地域コミュニケーション論
■地域共生論　　■地域診断法　　■地域課題科目

■システム思考法
■問題解決デザイン論
■地域志向専門科目（各学部学科の専門科目であり、副専攻要件には含まない）

■地域デザイン
■地域志向専門科目

■地域デザイン
■各学部・学科での卒業論文・卒業制作

地域活動における実践的スキルをशಘ
֤学部の専門બ択科目で、地域活動を展開する্ でඞ要な専門的知 ・ࣝスキルをशಘ

˙考えるためのಓ۩（2୯Ґ）ʤ4݄ʙ8݄ʥ
˙キャϦΞデザイン（2୯Ґ）ʤ4݄ʙ8݄ʥ
˙地域産業・ا業から学Ϳ社長ߨ （ٛ2୯Ґ）ʤ10݄ʙ3݄ʥ
˙キャϦΞデザイン特ߨ（2୯Ґ）ʤ10݄ʙ3݄ʥ

˙ެһ試験ئ書提出ʤ4݄ʥ
˙国Ոެһ総合৬採༻試験ʤ4݄ʥ
˙国Ոެһ一ൠ৬採༻試験ʤ6݄ʥ
˙地方ެһ্ڃ採༻試験ʤ6݄ʥ

ʤ6݄ʥ࢝業のબ考開ا˙
˙ਖ਼ࣜఆʤ10݄ʥ

˙ब৬φϏ情報提供開࢝ʤ3݄ʥ
˙合ಉا業આ໌会・ݸผا業આ໌会のࢀՃʤ3݄ʥ
˙ΤントϦーシート࡞成、提出ʤ3݄ʥ
˙S1Iテストडݕ（テストセンター、8E#）ʤ3݄ʥ

˙ब活४උスタートセミφーʤ5݄ʥ
˙自༝Ԡืܕインターンシップセミφーʤ5݄ʥ
˙自ݾ分ੳ࠲ߨʤ6݄ʥ
˙චه試験ର策ʤ6݄ʥ
˙業界研究セミφー（基ૅฤ）ʤ7݄ʥ

˙Ϗジωスマφー࠲ߨʤ12݄ʥ
˙໘ର策とGDର策ʤ12݄ʥ
˙学業界研究会ࣄલઆ໌会ʤ12݄ʥ
˙学業界研究会ʤ݄̍ ʥ

˙ब৬活動本൪४උセミφーʤ10݄ʥ
˙業界研究セミφー（Ԡ༻ฤ）ʤ10݄ʥ
˙ESର策セミφーとٖテストʤ11݄ʥ
˙全国一੪8E#ٖ試験ʤ11݄ʥ
˙ౙのインターンシップのબび方ʤ11݄ʥ

˙લର策セミφーʤ2݄ʥ
˙学ا業研究会ʤ3݄ʥ

˙ब৬・ਐ࿏૬ஊʤਵ࣌ʥ
˙ٖ໘ʤਵ࣌ʥ

˙ެһ試験ର策࠲ߨΨイダンスʤ4݄ʥ
˙ެһ試験ର策࠲ߨʤ5݄ʙ3݄ʥ

˙ެһ採༻試験આ໌会ʤ採༻スケジュールにԠじて実ࢪʥ

˙インターンシップΨイダンスʤ4݄ʥ
˙インターンシップࣄલ研मᶗ・ᶘʤ7݄ʥ

˙インターンシップ（ब業ମ験）ʤ8݄ʙ9݄ʥ
˙インターンシップ報ࠂ会ʤ10݄ʥ

ΩϟϦΞڭҭ

ब৬ηϛφʔ

学生支援ࣨ

ब৬εέδϡʔϧ

業研究会ʤ3݄ʥब৬セミφーʤ5݄ʙ2݄ʥا インターンシップࣄલマφー研मʤ7݄ʥ

地域や社会の๊える՝に
取り組Έ、ະདྷをく力「ม革
力」のमಘを目指します。
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ࣾձ人ྗૅجΛ͚ͭΔࣾձ人ྗૅجΛ͚ͭΔ
ҬڭҭϓϩάϥϜɾ人間学
ϑΟʔϧυϫʔΫɾ࣮श

2015年度に文部科学省「地(知)の拠点大学による地
方創生推進事業（COC＋）」の採択を受け、「びわ湖ナ
レッジ・コモンズ＋～地と知で拓く滋賀の創生～」へ

の取組を行いました。この事業は、県内６大学、滋賀県および県内産業界等が協働して、滋賀県
における雇用創出と若者定着を通して滋賀の創生を図るものです。学生の地元定着への意識向上
を図るため、地域教育プログラムの地元志向深化を進めるとともに、地元就職率の向上や雇用創
出に向けて、関係大学・機関が連携し、インターンシップをはじめとした取組を効果的に進めて
います。

いまはまだকདྷのເをඳけていないとしても、大学生活を௨して多࠼なݧܦをੵんでいけ、理とする自分が見えてくるはͣです。

༩えられた࣌間はಉ͡でも、学生生活のີはաごし方によってೱくもബくもなります。࣎լ県立大学での̐年間、あるいは大学院を

௨͡てԿが学るのか、まͣ֬かめ、そして目ඪをつくり、実現に向かって行動してください。

ますますෳࡶԽしていくこれからの社会に͓いて、キϟリアのઃܗ・ܭ成は、さま͟まな学問

ྖ域にまたがる課題ですが、地域社会で活༂できると実ફ力の修得を、本学ಠ自の

キϟリア育成プϩグラムでしっかりαϙートします。

ଞऀとの豊かなରを可能にする

地域のաڈやݱঢ়を
知り、ະདྷをඳく

自ら先してߦ動し、
構を実ݱする
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学ͼのಛ৭ɹɹϟリΞ育ϓϩάϥϜ




